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SDTデータの分析（評定データ） 
PSDTCatMLE.exe 

 
 
 SDT評定データを分析するプログラム PSDTCatMLE.exeを起動すると、図１のフォー
ムが提示される。 

 
図１ 起動時のフォーム 

 
 カテゴリの総数を設定する。図２はカテゴリ数が６の場合の設定である。 

 
図２ カテゴリ数の設定 

 
 
 
カテゴリ数の設定後、「OK」ボタンをクリックするとデータの入力画面が表示される（図
３）。 
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図３ データ入力画面 

 
拙著表 3.5のデータを設定すると図４のようになる。 

 
図４ データの設定 

 
 設定したデータは、「保存」ボタンのクリックでファイルに保存することができる。保存

したデータファイルを読み込むときは、図１の起動時のフォームにおいて「Cancel」ボタ
ンをクリックする。「Cancel」ボタンのクリックで図５の画面となる。 

 

図５ 「Cancel」ボタンのクリックで表示される画面 
 
図５の画面で「読出」ボタンをクリックすると図６の入力データファイル名の設定を求め
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るダイアログが表示される。 
 

 
図６ 入力データファイル名の設定 

 
入力データファイルは図７のような形式のテキストファイルである。 
 

 

図７ 入力データファイルの形式 
 
 
第１行目にカテゴリ数が設定されている。２行目から各評定カテゴリの頻度が順番に並べ

られている。このデータファイルを読み込むと図４の画面となる。図４の画面の「計算」

ボタンをクリックすると、まず出力用ファイルの名前の設定を求めるダイアログボックス

が表示される（図 8）。 
 

入力データファイル名

の設定 
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図８ 出力用ファイル名の設定 
 
出力ファイルへはテキストファイルとして書き出されるので、ファイル名の拡張子は「.txt」
としておくと便利である。ファイル名の設定後、「保存」ボタンをクリックすると計算が始

まり、分析結果が図９のように表示される。 
 

 
図９ 分析結果の表示 

 
 
図９は、拙著図 3.12のものと同じである。図９の画面の「Exit」ボタンをクリックすると
プログラムの実行終了となる。プログラムの実行終了後、図８で指定した名前の出力ファ

イルをテキストエディタで開くと図１０のようになっている。 

出力用ファイル名の

設定 
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図１０ 出力ファイルの内容 
 
 図１０に示されている内容は、拙著表 3.6に示されているものを含んでいる。 
 


